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平成２５年度 附属学校園存続のための特色化にかかわる事業実施報告書 

 

事業の名称 「発展的な学習等によるスーパー中学生の育成」 

 「『学び伸ばし・学び直しセミナー』事業の継続と一層の充実」

 ～附属生一人一人の「底力 」をはぐくむ附属ならではのプロジ

ェクト～ 

事業実施代表者名 附属旭川中学校 浅川哲弥 

実施附属学校名 附属旭川中学校 

事業内容 

（実施内容について、 

1,000 字程度で記述） 

 本校は、校区が広範なためバスを利用して通学している生徒が

少なくなく、バスの待ち時間を上手に活用したり、もっと自分の

興味や特性に応じた学習を進めたいという子どもの願いを叶えた

りする場として、放課後に「学び伸ばし・学び直しセミナー」を

実施しています。  

この取組は、座学はもちろんのこと体育も含め、自分の学習課

題の克服や、興味のある教科の検定等にもチャレンジするなど、

一人一人の主体的な学びを後押しする活動です。 

【主体的に学び合う生徒】 

自らの課題に主体的に取り 

組んでいます。 

 

 

 

【体育課題に取り組む生徒】 

「トレーニング」という体育プログラムメニューに積極的に取

り組んでいます。 

【小学生と共に学び合う生徒】 

明日の附中生同士が、仲良く学習に取り組 

んでいます。  

成果と課題 

（活動の成果と課題に

ついて、500 字程度で

記述） 

生徒には、大変好評で、今年度は現時点で、座学・体

育あわせて７８回実施し、計 1200 名余りの生徒が受講し

ています。（昨年度末の計 1700 名） 

昨年度から実施している附属小学校の高学年の児童へ

の呼びかけも継続して実施しています。一つの教室で将

来の先輩・後輩が、教えたり学び取ったりと、微笑まし

い光景が見受けられるようになってきています。また、



次表のように、単に受験するだけではなく、確かな結果

を残している生徒が増えてきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とりわけ今年度は、現段階でほぼ昨年度の実績に近い

実績を上げていること、小学生の受験が目覚ましく増加

したこと、ニュース検定等、新たな検定が実施されてい

ることなどが特徴的です。 

各種検定合格者数 

本校実施分（平成２５年１２月末現在） 

＜漢字検定＞ 

 準 2

級 

３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 10

級 

合格者数

（中学）

２ ８ １０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ 

合格者数

（小学）

１ ０ ０ ０ ２ ８ ４ ７ ５ 

＜数学検定＞ 

 準 2

級 

３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 10

級 

合格者数

（中学）

２ ２２ ７ ７ ４ ０ ０ ０ ０ 

合格者数

（小学）

０ ０ ０ ０ １ ３ ９ ７ ９ 

＜英語検定＞ 

 ２級 準２級 ３級 ４級 

合格者数（中学） １ ３ １５ １４ 

＜歴史検定＞ 

 ３級日本史 準３級日本史 ４級歴史基本 ５級歴史入門

合格者数（中学） ６ ８ ３ ４ 

＜ニュース検定＞ 

 ３級 ４級 5 級 

合格者数（中学） ３ ０ ２ 

〈理科検定〉 

 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 

合格者数（中学） ６ ０ ３ ０ ０ ０ 

合格者数（小学） ０ ０ ０ ０ １ １ 

 



（注）当該事業に係る写真等の参考となる資料がある場合は、この事業報告書に添付する

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

課題として、現在実施している人的・物的な体制の維持があげ

られます。時間講師をやりくりしながら人的な体制を組んでいる

ものの、いわゆる「人探し」については、経年の課題の１つとな

っています。また、予算的な措置については、年々目減りしてき

ている状況から、実施の規模や回数、テキストの整備等について

も，このままでは縮小しなければならない状況をむかえているこ

とは深刻かつ喫緊な課題であります。 

今後の発展性 

（残された課題の解決

方策及び取組の方向

性について、500 字程

度で記述） 

今年度のセミナーは、内容的にも一層充実してきており、生徒

はもとより保護者からも高い評価を受けているところです。 

 同時に、自身の課題に、より応じた取組にも、主体的に取り組

む姿が見受けられるようになってきており、放課後活動が多様に

展開されると共に、それぞれの事情に応じ無理なく継続できるよ

うになってきています。 

 これは、主に次の３点に依ると捉えており、今後も継続してい

く予定です。 

○ 発展的・補充的学習の推進  

○ 体育学習の推進 

○ 小学校との連携 

 しかしながら、前述した課題解決に向けては、良策はなかなか

見当たらない現状があります。人的確保に向けては、旭川キャン

パスと一層の連携を図るとともに、予算配置については、継続し

て本学や学校室に要望し続けていきたいと考えています。 

事業の公表状況 

（事業をＨＰで公開し

た場合、又は新聞等

に掲載された場合、

当該媒体名、掲載日

等を記入） 

特になし。 


